
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日 

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

ひよこ組担任 

り す組担任  

 

年少組だより 

「ひなまつりって？」 

 
ひなまつりが近づいてきたある日、遊戯室や玄関に雛人形

が飾られました。「お家にもあるよ」「綺麗だね！」「剣がかっ

こいいね～」など、感じたこと、気付いたことを教えてくれま

した。また、担任からひなまつりについても話をし、興味をも

って、歌を歌ったり、関連した絵本を見たりしました。 

 いよいよ、締めくくりの３月に入りました。年少組として登園するのもあと１５日。最後まで一人一人と向き合い、充

実した時間を過ごし、子どもたちが自信をもって新年度を迎えられるよう、努めて参ります。 

今回の学年便りでは、今日持ち帰った雛人形の作成した過程とありまっこステージ②についてお伝えします！ 

みんなで一斉に 

 自分の雛人形つくりスタート！今回は、みんなで一斉に製作を行う「一斉活動」を初めて行いまし

た。今までの季節の製作は、遊びの時間の中で、一人一人の取り組みたいタイミングでできるよう準

備していました。しかし、1 年間の園生活の中で、「教師の話に耳を傾けられるようになったこと」、

今までの製作活動で「手先を使った経験が積み重ねられてきたこと」など、子どもたちの成長した姿

から取り入れてみることにしました。 

また、新たに折紙（今回は折りやすい丸型のもの）、少し前から使い始めた水性ペンを使いました。 

仕上げに…… 

着物の折り方説明中……真剣な表情。 丸い折紙を半分に折ったら…… 

「ニコニコの口みたい☺！」 

 お雛様とお内裏様に烏帽子・杓・冠・扇と小物をつけて、桃の花を散らせたら完成！

今の子どもたちだからこそできる、個性たっぷりの可愛らしい雛人形ができました。 

折紙→ペンで顔を描く→のりで小さなパーツを付けるなど、工程も細かい作業も多い雛人形作り。 

それでも、楽しみながら作り、完成を喜ぶ姿にこの１年での成長を感じました。 

日本の伝統であるひな祭り。是非、可愛らしい手作り雛人形を飾ってみてくださいね。 



 

 

 

楽しんでいた＆ほほえましかったところ 成長を感じたところ 

ご感想、ありがとうございました！ 
皆様からいただいたご感想を、一部ですが紹介させていただきます。 

・何の動物になるか、当日決めて演じる…というステージ
だったので、我が子は何かな？お友達は何かな？と観
覧する側の楽しみも倍増で、とても素敵なステージで
した。 

 
・普段お部屋で遊んでいるのと同じように、わいわい遊ん
でいる姿を見て、楽しい気持ちになりました。 

 
・当日朝いつもより早起きして、朝ご飯をもりもり食べて
いて、楽しみにしている様子でした。子ども達が役にな
りきって動物らしい動きをしている姿がほほえましか
ったです。 

 

・自分で製作した動物のお面は、それぞれの個性があり、

とても可愛くできていてよかったです。 

・一人一人が「自分の役・出番」を認識しているところに

成長を感じました。 

 

・物語の内容を理解して、それを演じる姿に成長を感じま

した。来年のありまっこステージも楽しみです。 

 

・お友達同士、声を掛け合っているところや「自分で動く」

ことが前よりできるようになったと感じました。 

 

・動物になりきって、四つん這いで走っていて、本人なり

に皆の一員となって遊んでいる姿に成長を感じまし

た。 

ありまっこステージ Part２ 

  先日のありまっこステージ Part2 にお越しいただき、あたたかい拍手・ご感想をありがとうございました。 

子どもたちも伸び伸びと表現を楽しみながら、保護者の方に観ていただけることをとても喜んでいました。 

お気に入りのお面は、ステージが終わった後も繰り返し遊びに使っていました。

今日持ち帰っています。愛らしい表情の動物を、じっくり見てみてください☺ 


